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ディスカバリーを通じた電子資料の検索と発見 
EBSCO 山本一了 
I. はじめに 
本稿は、2013年 11月 22日(金)に開催された静岡県医療機関図書室連絡会研修会で
筆者が行った講演、「ディスカバリーを通じた電子資料の検索と発見」をまとめたもの
である。  
筆者は現在、データベース等のベンダーであるEBSCO社に籍を置いているが、2009
年から 2011 年まで社会科学系の大学院に籍を置き歴史学の研究を行っていた経験が
ある。そこでは、日常的に各種図書・電子資料を利用し、資料(史料)の検索や調査、研
究を行っていた。本稿では、大学院での「一利用者」としての経験と現在のリソース
を提供する「ベンダー」側での経験とを織り交ぜて、利用者を取り巻く電子資料環境
についてお話ししたい。 
 
II. 図書室と利用者を取り巻く現状 
昨今、ジャーナルや書籍など学術情報の電子化が進み、インターネットで利用でき
る電子リソースが急激に増加している。そしてその大きな流れは、図書資源を扱う図
書館や図書室（以下、図書室）の環境に大きな変化をもたらしている。例えば、すで
に多くの大学では OPAC や機関レポジトリなど独自の電子リソースを有しているし、
一方で図書室を有する病院の多くでも、医療従事者の学修・教育のために「紙ベース」
の資料だけでなく、電子ジャーナルや文献データベース、電子書籍など様々な電子リ
ソースを整備している。   
図書室で提供可能な電子リソースが増加するにつれてその利用者を悩ませているの
が、リソースごとに入口が異なっているという点である。どこにアクセスすれば自分
が求める情報に辿り着けるのか、利用者の多くがよく把握できていないのが現状だと
いえる。 
著者の経験上、この問題は学部生などの図書リソースに馴染みが薄いとされる階層
だけでなく、大学院生や研究者など比較的頻繁に図書リソースに触れる機会を持つ階
層の利用者にもよく見られる。恥ずかしながら著者自身も、院生時代に EBSCOhost(自
社のデータベース)が大学で契約中ということは知らなかったし、調査にはもっぱら
JSTORを利用していた。また、契約するリンクリゾルバの存在を認識している者は著
者の周囲にもほぼ皆無だった。 
こういった背景のもと図書室に突きつけられるのが、利用者をどのように適切な資
料へナビゲートしたらよいのか、という問いである。利用者がアクセスできる学術情
報が増え続ける中、利用者は氾濫する情報の中で自身がどちらへ進むべきなのか、舵
を失ってしまう。その状況を改善するために導入が進んでいるのが、リンクルゾルバ
や統合(横断)検索、ディスカバリーサービスなどの各種オンラインリソースソリューシ
ョンである。次項では、それらの用語について概説していく。 
 
III. 用語について 
１．リンクリゾルバ 
 文献/書誌データベースなどでの検索結果から書誌情報を抽出し、ジャーナルや論文、
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書籍など特定のアイテムにジャンプするための適切なリンク(URL)を生成し、利用者
に示すシステムである。他データベースにある本文データへのリンク URL はもちろ
ん、本文が入手できない場合にも OPACや文献複写依頼など外部サイトへ書誌データ
を送信することができる。本項で紹介する３つのオンラインリソースソリューション
の中で最も普及が進んでいる製品である。 
 
２．統合(横断)検索 
ベンダーの異なるデータベースや電子ジャーナル、OPAC 等に、検索キーワードを
投げる。そして、それぞれのリソースで検索を行って得た結果を、一覧にして示すの
が統合検索である。統合検索での検索は、通常 1 つの検索窓から行い、そこから複数
のリソースにキーワードを飛ばして各リソースで検索を行わせる。1 つの検索窓とい
っても、実際の検索はリソース毎に行われるため、結果が反映されるまでに時間を要
するという弱点がある。例えば、5 つのデータベースを搭載した統合検索で検索を行
った場合、1 つのキーワードを 5 つのデータベースに投げてその結果が表示されるの
を待つ、というプロセスを経るため、結果の反映に時間がかかることがある。 
 
３．ディスカバリーサービス 
一つの検索窓にキーワード入力し、電子ジャーナルや電子書籍、データベース、
OPAC、機関レポジトリ等をまとめて検索できるサービス。ディスカバリーサービス(以
下、ディスカバリー)では、まず各リソースの書誌データやフルテキストデータをディ
スカバリー (サーバー)に搭載して巨大な「データベース」を構築する。そして、その
巨大な書誌データ群に対して、1 つの検索窓から 1 度だけ検索を行うのである。各リ
ソースに対して都度検索をかける統合検索と違い、1 つの巨大なデータに検索を 1 度
行うだけで済むため、結果の反映が比較的早いという特長がある。 
膨大なデータに検索をかけるディスカバリーでは、より関連度の高い情報を検索結
果の上位に反映させる検索精度の向上も図られている。例えば、EBSCO のディスカ
バリーであるEBSCO Discovery Serviceでは、キーワードが1) 文献の主題項目、2) タ
イトル、3) 著者キーワード、4) 抄録内のキーワード、5) 全文内のキーワードにどれ
だけヒットしたかで検索結果表示の優先順位を決めており、これらの中でも 1)の「文
献に付与された主題項目」が最も優先される。そのため、膨大な学術情報の中から利
用者が求める情報をより効率的に提示することができる。 
求める情報を膨大なリソースから 1 度で検索することができるディスカバリーは、
「何を探したらいいのかわからない」、また「探したい情報はわかっているが、どこで、
どうやって探したらよいのかわからない」といった利用者を希望の文献にナビゲート
するうえで有用なツールだといえるだろう。 
 
IV. おわりに 
電子リソースの増加により利用者がアクセスできる情報量が飛躍的に増加する中、
彼らが何を利用できるのか、またどのように利用するのかを周知させることが、図書
室に求められる重要な機能となりつつある。電子情報を利用する際にその「交通整理」
を行ってくれるオンラインリソースソリューションの整備が、大量の電子資料を扱う
図書室の中で今後より一般化していくのではないだろうか。 
